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～講評～ 

大問１：基本的な文法問題。ただし今年度は出題形式にマイナーチェンジが施されており、正誤問題に苦手意識を

持っている受験生にとっては負担増だったかもしれない。 

大問２：アメリカ合衆国における孤独の流行の問題に関する読解と、それに関する対話文問題。設問も含めて取り

組み易いものであった。 

大問３：標準的な医系長文読解問題。「人間の脳の容積の大きさの変化に及ぼす様々な影響」についての英文であっ

た。設問自体は平易なものが中心だった。 

大問４：標準的な長文読解問題。「アメリカの保険制度と諸外国との比較」がテーマ。スタミナ切れせずに最後まで

読み切れたかどうかが正答率に影響したかもしれない。 

 

大問数は４問で、昨年度の形式を踏襲したもの。設問数は全部で 40 問。難易度は標準。いわゆる難問奇問の類い

の出題は今年度もなかった。手間取りそうな問題に時間を浪費することなく、いかにスムーズに問題全体を処理で

きたかが勝負の分かれ目。合格のためには 70％以上の得点を目指したい。 

 

 


